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合
町
松
笠
の
松
笠
楽
農
組

合

(

石
橋
健
一
組
合
長)

が
、
島
根
県
の

｢

中
山
間
ふ
る

さ
と
・
水
と
土
保
全
対
策
事
業｣

を
活
用
し
た
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ

の
植
栽
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
と
は
、
シ

バ
ザ
ク
ラ
な
ど
草
丈
が
低
く
地

表
面
を
密
に
覆
う
地ち

被ひ

植
物
と

呼
ば
れ
る
植
物
の
こ
と
で
、
こ

れ
ら
の
植
物
で
雑
草
を
抑
制
し
、

草
刈
り
な
ど
の
労
力
を
軽
減
し

よ
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

営
農
組
合
メ
ン
バ
ー
や
地
元

の
子
ど
も
た
ち
60
人
は
、
明
泉

寺
周
辺
の
田
畑
の
あ
ぜ
約
５
４

０
㎡
に
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
や
シ
バ

を
植
栽
し
て
い
き
ま
し
た
。

松
笠
楽
農
組
合
で
は
、�
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を
テ
ー
マ
に
、

カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
作
業
に
併
せ
、

サ
ザ
ン
カ
な
ど
の
植
栽
も
計
画

し
て
お
り
、
四
季
折
々
の
景
観

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
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月
20
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る

｢

第
20
回
記
念
日
本
民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
７(

財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
主
催)｣

へ
、
加
茂
町
三
代
の
永な
が

瀬せ

文ふ
み

雄お

さ
ん
が
出
場
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
へ
は
、
全
国
３
０
０
か
所
で
開
か

れ
る
民
謡
大
会
の
優
勝
者
ら
40
名
が
選
抜
・
出

演
さ
れ
ま
す
。
出
雲
追
分
保
存
会
メ
ン
バ
ー
の

永
瀬
さ
ん
は
、
昨
年
11
月
に
ラ
メ
ー
ル
で
開
か

れ
た
出
雲
追
分
全
国
優
勝
大
会

｢

師
範
の
部｣

で
見
事
優
勝
を
飾
り
、
今
回
の
出
場
と
な
り
ま

し
た
。

全
国
各
地
の
民
謡
が
集
う
祭
典
へ
の
出
場
は
、

出
雲
追
分
保
存
会
か
ら
初
で
あ
る
と
と
も
に
、

雲
南
市
発
祥
の
民
謡

｢

出
雲
追
分｣

を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
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島
県
廿
日
市
の
間
税
会

(

消
費
税
、
酒
税
、

た
ば
こ
税
な
ど
間
接
税
の
納
税
者
で
組
織
す

る
団
体)

に
所
属
し
て
い
る
同
市
の
企
業
、
株
式

会
社
Ｎノ

Ｏ
Ｎン

(

代
表
野の

村む
ら

満
重
み
つ
し
げ)

か
ら
雲
南
市
、

奥
出
雲
町
、
飯
南
町
へ
桜
苗
木
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。木

次
町
の
下
熊
谷
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
贈
呈
式
で
は
、
広
島
国
税
局
間
税
会
の
唯
山
ゆ
い
や
ま

重し
げ

夫お

専
務
理
事
が

｢

こ
の
桜
が
島
根
県
と
広
島
県

の
交
流
の
架
け
橋
と
な
り
、
さ
ら
に
両
県
民
の
交

流
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す｣

と
あ
い
さ

つ
さ
れ
た
後
、
苗
木
が
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
千
本
の
苗
木
は
、
雲
南
市
へ
６
０

�

０
本
、
奥
出
雲
町
、
飯
南
町
に
そ

れ
ぞ
れ
２
０
０
本
ず
つ
提
供
さ
れ
、

雲
南
市
で
は
、
飯
石
広
域
農
道
沿

い
に
植
栽
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

す
。
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木次大橋付近の下熊谷公園内では､ 関係者らによって記念植樹
も行われました｡

東
町
の
海
潮
地
区

振
興
会

(
宮
川
昇

会
長)

が
、
地
域
社
会

へ
広
く
貢
献
し
た
団
体

を
表
彰
す
る

｢

県
民
い

き
い
き
活
動
奨
励
賞｣

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、｢

島
根

県
民
い
き
い
き
活
動
促

進
条
例｣

に
基
づ
く
活

動
の
う
ち
、
特
に
地
域

へ
の
貢
献
度
が
高
い
も

の
や
活
動
の
先
駆
け
的

な
も
の
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
今
年
度
は
海
潮

�

田
町
上
山
地
区
で
１
５
０
年
以
上
前
か
ら
続

く
伝
承
行
事

｢

餅
さ
し｣

が
あ
り
、
地
元
の

住
民
ら
が
集
ま
り
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
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地
区
振
興
会
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
い
の
会

(

浜
田
市
三
隅
町)

の
２
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

海
潮
地
区
振
興
会
は
、
地
区
内
の
人
口
減
少
や
農
地
の
荒
廃
が
進
む

中
、
定
住
対
策
を
地
区
の
主
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
、�
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な
ど
、
住
民
自
ら
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
活
動
を

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
川
会
長
は

｢

こ
の
表
彰
を
更
な
る
励
み
に
、
今
後
も
地
区
民
一
体

島根県庁での授賞式を終え､ 市役所を訪れた海潮地区振興会の
メンバーと速水市長｡
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と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
橋
梁
工
事

や
取
り
付
け
道
路
の

整
備
を
す
す
め
、
平

成
21
年
頃
の
供
用
開

始
を
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

三刀屋トンネルは､ 山陰と山陽を結ぶ大動脈とし
て､ 日当たり15,900台の交通量があります｡

の
ほ
ど
三
刀
屋
ト
ン
ネ
ル(

延
長
３
０
６
ｍ)

の
工
事
が
終
わ
り
、
そ
の
開
通
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
で
は
工
事
関
係
者
ら
が
見
守
る
中
、
松
江
国

道
事
務
所
の
島
村
喜
一
所
長
や
速
水
市
長
ら
が
発

破
ボ
タ
ン
を
押
し
、
貫
通
を
確
認
。
引
き
続
き
、

島
村
所
長
が｢

地
盤
が
弱
く
、
難
工
事
だ
っ
た
が
、

地
元
の
方
々
の
お
か
げ
で
順
調
に
進
ち
ょ
く
し
た
。
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と
な
り
住
み
や
す
い
地
域
づ
く

�����

り
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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し
ま
し
た
。

当
日
は
、

地
元
の
力
自

慢
ら
が
集
ま

り
、
奉
納
さ

れ
た
、
重
さ

43
㎏
ほ
ど
あ

る
大
餅
を
何

回
担
ぎ
あ
げ

た
か
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
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